
タオル�
など�

洗濯機用壁付き給水栓�
商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容にそって正しく取り付けてください。取付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。�

03800 2003.2施工説明書�

TWA11型�

取付け前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みの上、正しく取り付けてください｡�

注意�

表　示� 意　味�

�
�

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けてい�
　ただき、お客様や他の人々への危害や財産への損�
　害を未然に防止するために、いろいろな表示をし�
　ています。�
　その表示と意味は次のようになっています。�

●お守りいただく内容の種類を、次の�
　絵表示で区分し、説明しています。�

この表示の欄の内容を無視して誤�
った取扱いをすると、傷害又は物�
的損害が発生する可能性があるこ�
とを示しています。�

必ず実行していただく｢強制｣�
内容です。�

してはいけない｢禁止｣内容�
です。�

分解しないでください。�

注　　意�

注　　意�

安全上の注意� (安全のために必ずお守りください。)                

凍結が予想される場所でご使用になる場合は、�
「　　寒冷地用の水抜き方法」を参照の上、凍結�
予防を確実に実施してください。�
�
部品が破損し、水漏れして家財などを濡らす財産損害発生のお�
それがあります。�

禁　止� 強い力や衝撃を与えないでください。�
�
故障や水漏れの原因になります。�

修理技術者以外の人は、水栓本体内部を分解し�
ないでください。�
�
故障や水漏れの原因になります。�

85℃以下�

必ず実行�

分解禁止�

水抜きする場合は必ず手を保護した上で行って�
ください。�
�
給湯用としてご使用の場合、たまっている湯が出て、やけどを�
するおそれがあります。�

給湯温度は85℃より高温で使用しないでくだ�
さい。�
�85℃より高温でご使用になると、水栓の寿命が短くなり、破損し、�
水漏れのため家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。�
なお、洗濯機に給湯する場合は、洗濯機の上限温度にご注意ください。�

寒冷地用�



取付け前に�

仕様�

●本商品は壁厚み9.5ｍｍ又は12.5ｍｍ以�
　外のボード（壁）には取付けできません。�
　壁厚みを確認の上施工してください。�

●梱包前に通水検査をしていますので、商品内に水が残っている可能�
　性がありますが、商品には問題ありません。�

●給水圧力が0.75MPaを超える場合は、市�
　販の減圧弁で0.2MPa程度に減圧してくだ�
　さい。快適に水栓をお使いいただくために�
　は、0.2MPa程度の水圧をおすすめします。�
　ウォーターハンマーやバルブ開閉音が低減�
　します。�

●壁内空間は35ｍｍ以上確保できるか確認�
　の上施工してください。35ｍｍ未満の壁�
　内空間では取付けできません。�

給水・給湯圧力�
使用必要水圧�

一般地用�

寒冷地用�

0.05MPa(流動圧)

0.75MPa(静水圧)

85℃以下�
※洗濯機に給湯する場合は、洗濯機�
の上限温度にご注意ください。�
水道水及び飲用可能な井戸水�

1～40℃�

－20～40℃�
（ただし、0℃以下は水を抜いた状態）�

最高水圧�

使用最高温度�

使用可能水質�

使用環境温度�

一般住宅洗濯機用�用　　　途�

�

部品の確認�

水 栓 本 体 部 � カ バ ー 部 �

次の部品があることを確認してください。�

カバー�

ボックス�

水栓本体�

施工説明書�

取扱説明書�

※品番によっては図と現品の形状が一部異なることがあります。�

四角パッキン�

丸パッキン（大）�

スペーサー�

そ　の　他�

丸パッキン（小）�

袋ナット�ハンドル部�

木ねじ（３個）�リング�

壁内空間�
３５以上�

壁厚み�
９.５又は１２.５�



完成図�
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施工手順�

1 給水管内の清掃�

7カバーの取付け�

8 ハンドルの�
取付け�

2ボックスの�
取付け�

A3水栓本体の取付け�

B3さや管の敷設�
A4給水管の接続�

A5耐圧検査�
B6耐圧検査�

A6壁はりと穴あけ�
B4壁はりと穴あけ�

9リングの取付け�

1 給水管内の清掃�
取り付ける前に 必ず給水管内のごみ、砂などを完全に洗い�
流す。�

要�
重�

Ｗ
.Ｌ
�

スペーサー�

スペーサー取外し時１２.５�

スペーサー取外し時３３.５�

R１/２�

B5樹脂管の通管と�
水栓本体の取付け�



施工手順�

2 ボックスの取付け�
①水栓固定用ビス（3ヵ所）をドライバー�
　で外し、ボックスから水栓本体を外す。�

②取付高さを考慮して、当木などを設�
　け、ボックスの側面2ヵ所、上面1�
　ヵ所を木ねじで取り付ける。�

A3

へお進みください�

へお進みください�

水栓本体の取付け�
①水栓本体の給水管接続部にシー�
　ルテープを巻く。�

②水栓本体をボックスに収納し、水栓�
　固定用ビス（3本）を締め付けて、�
　水栓本体をボックスに取り付ける。�

注 意�

注 意�

水栓本体はガタツキがないよう�
に強固に取り付けてください。�
ガタツキにより破損が生じ、水漏�
れの原因となります。�

※以後の工程は給水管の種類により異なりますのでご注意ください。�

給水管の種類� 参照工程�

『従来給水管（綱管・塩ビ管など）』『被覆樹脂管』�

『さや管』（内部樹脂管の更新性あり）�

A 『従来給水管（綱管・塩ビ管など）』『被覆樹脂管』の場合�

水栓固定用ビス�

水栓本体�

ボックス�

当木�

木ねじ�

段差部�

傾き�ズレ�

ボックス�

当木�

取付基準面�

段差部�

水栓固定用ビス�

水栓本体�

ボックス�

取付基準面�取
付
基
準
面�

シールテープ�

給水管接続部�

水栓本体�

裏面へつづく�

●ボックスの段差部と取付基準面が�
　一致するように取り付けてくださ�
　い。ズレや傾きがある場合は、木�
　ねじを緩め、再度位置を調節して�
　±1ｍｍ以内に取り付けなおして�
　ください。�
　ズレや傾きがあると、ハンドルとカ�
　バーが干渉したり、リングが取り付�
　けられなくなるおそれがあります。�
●当木には35ｍｍ×35ｍｍ以上�
　の間柱材などを用いてください。�
●必ずボックスの二面を当木など�
　に取り付けてください。�
　一面のみの取付けですと、ガタツ�
　キにより破損が生じ、水漏れの原�
　因となります。�
●ボックスはガタツキが出ないよ�
　うに強固に取り付けてください。�
　ガタツキにより破損が生じ、水漏�
　れの原因となります。�

A3

B3

－�

－�



給水管接続部�

ユニオンを�
使うと給水�
管の位置決�
めが容易に�
なります。�

被覆樹脂管の場合�

工具かけ部�

従来給水管の場合�

施工手順�

A4 給水管の接続�
水栓本体の工具かけ部にモンキーレ�
ンチなどをかけ、ボックスに力がか�
からないように給水管をねじ込む。�

A5 耐圧検査�
①ハンドルの裏側からハンドル用ビス�
　を押して、ハンドルからインデック�
　ス・ハンドル用ビス・座金を取り外す。�

②ハンドルのレバーを下向きにして�
　ハンドルを差し込む。�
※ハンドルのレバーが下向きの時が�
　「開」の状態です。バルブは「開」�
　の状態で工場出荷されています。�

A6 壁はりと穴あけ�
右図の寸法で壁に穴をあけ、壁をはり�
つける。�

 7 へお進みください。�以後の作業は�

ハンドル�

注 意�
●給水管を水栓本体にねじ込む�
　際は、モンキーレンチなどで�
　水栓本体を支えながらねじ込�
　んでください。�
　ボックス破損の原因になります。�
●位置決めが不完全な状態の従�
　来給水管を無理にねじ込んで�
　接続しないでください。�
　水栓本体に無理な力がかかり、�
　破損が生じ、水漏れの原因とな�
　ります。�

レバー�

③養生キャップを外し、緊急止水弁�
　を押して、給水管にたまったエア�
　ーを抜く。�

④ハンドルのレバーを反時計回りに�
　回し、耐圧検査を実施する。�

注 意�
耐圧検査は壁をはる前に必ず実�
施してください。�
壁をはった後、耐圧検査で水漏れ�
が発生した場合、壁をはがして接�
続しなおさなければならなくなり�
ます。�

⑤ハンドルを外し、養生キャップを�
　差し込む。�

注 意�
養生キャップは壁をはった後の�
作業再開まで取り付けておいて�
ください。�
壁はり中に吐水口が傷つけられ、�
水漏れの原因となります。�

緊急止水弁を押す冶具�
としてTH277を使用�
すると便利です。�

これで壁をはる前の作業は終了となります。ボックスや水栓本体の養生にも配慮く�
ださい。未施工部品は壁をはった後の作業再開まで大切に保管しておいてください。�

養生キャップ�

緊急止水弁�
吐水口�

６０＋５�　０ �

１２５＋５�　０ �

ハンドル�

R４以下�

ハンドル�

座金�
ハンドル用ビス�

インデックス�

－�



施工手順�

B5 樹脂管の通管と水栓本体の取付け�
①樹脂管を上流側（ヘッダー側）か�
　ら通管してボックスから室内側に�
　引き出し、継手を接続する。� B6 耐圧検査�

「　　　ー　　耐圧検査」と同じ要領で耐圧検査を実施する。�

B4 壁はりと穴あけ�
右図の寸法で壁に穴をあけ、壁をはり�
つける。�

②水栓本体の給水管接続部にシール�
　テープを巻く。�

③水栓本体を継手にねじ込む。�

④水栓本体をボックスに収納し、水�
　栓固定用ビス（３本）を締め付け�
　て、水栓本体をボックスに取り付�
　ける。�

注 意�
●水栓本体はガタツキがないよ�
　うに強固に取り付けてくださ�
　い。�
　ガタツキにより破損が生じ、水�
　漏れの原因となります。�
●水栓固定用ビスを締め付ける�
　ときは、水栓固定用ビスを壁�
　裏側に落とさないように注意�
　して締め付けてください。�

A5

B3 さや管の敷設�
ボックス下端から約８０ｍｍのボックス�
センター位置にさや管を敷設する。�

注 意�
さや管は所定の位置に敷設して�
ください。�
水栓本体が取付けできなかったり、�
水栓本体に無理な力が生じて破損�
し、水漏れの原因となります。� さや管�

ボックス�

８０ｍｍ�

継手�

水栓固定用ビス�

樹脂管�

６０＋５�　０ �

１２５＋５�　０ �

R４以下�

B 『さや管』（内部樹脂管の更新性あり）の場合�

 7 へお進みください。�以後の作業は� －�

シールテープ�

給水管接続部�

水栓本体�

これで壁をはる前の作業は終了となります。ボックスの養生に配慮ください。�
未施工部品は壁をはった後の作業再開まで大切に保管しておいてください。�



施工手順�

使用上の注意�
この商品は緊急止水弁機構を搭載しております。�
以下の内容をお読みいただき、お客様に内容をご説明ください。�

7 カバーの取付け�
①丸パッキン（小）をバルブ側に、�
　丸パッキン（大）を吐水口側に�
　それぞれ取り付ける。�

②壁厚みが９.５ｍｍの場合は、ス�
　ペーサーを取り付ける。�

③カバー裏面に四角パッキンをはさ�
　み、カバーを取り付ける。�

④袋ナットを手締めでねじ込む。�

8 ハンドルの取付け�
ハンドルを差し込み、座金と共に�
ハンドル用ビスをねじ込み、イン�
デックスを取り付ける。�

9 リングの取付け�
リングの方向に注意して、溝にリン�
グを取り付ける。�丸パッキン（小）�

丸パッキン（大）�

スペーサー�

カバー�

四角パッキン�

袋ナット�

リング�

ハンドル�

座金�
ハンドル用ビス�
インデックス�

注 意�
リングの方向に注意してください。�

【緊急止水弁機構】�
　洗濯機などの給水ホースに接続され�
　ている市販の給水ホース継手が外れ�
　ても、水圧とばねの力で水を止める�
　弁機構です。�
　この緊急止水弁は水圧がかかったま�
　まですと、給水ホース継手を接続し�
　にくくなりますので、一旦ハンドル�
　を「止」に回して、緊急止水弁の水�
　圧を逃がしてから、給水ホース継手�
　を接続してください。�

壁厚みが９.５ｍｍの場合�

②傾けて�
　押し込む�

緊急止水弁�
の凸部�

ハンドル�

緊急止水弁�

給水ホース�
継手�

③接続する�

①止める�

溝�



ハンドル�

点検項目�

取付けが完了した後、次の項目を確認してください。�

寒冷地用の水抜き方法�

給水ホース継手�
又はTH277

ハンドル�

ボックス�

水出し確認�
配管部の元栓を開け、ハンドル�
を「開」方向に回し、吐水口から�
水が出るか確認してください。�
水出しには洗濯機に付属の給水�
ホース継手か、当社のTH277�
をご使用ください。�

緊急止水弁の凸部をタオルで押さえ、�
緊急止水弁を３０秒間傾けて押し込む。�

３０秒間は配管１０ｍ以内を基準とし�
ています。配管条件によっては３０秒�
以上押す必要のある場合があります。�

タオル�

傾けて�
押し込む�

緊急止水弁�
の凸部�

凍結が予想される時期に施工された場合は、水抜きを行ってください。�
またお客様にも水抜き方法をご説明ください。�

2. ハンドルを「開」方向いっぱい�
　　に回す。�

4. 水抜き完了後は、必ずハンドル�
　　を「止」の位置まで回す。�
　（水が出ない状態）�

3. 水を抜く。�

1. 配管部の元栓を閉め、水抜栓を開ける。�

要�
重�

※同梱の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。�
再生紙を使用しています。�

給水管の水漏れはないです�
か？�

水漏れの確認�
水漏れがないか確認してください。�

　　　　「給水管の接続」�
　　　　　参照�

ボックスのガタツキはない�
ですか？�

ガタツキの確認�
ガタツキがないか確認してください。�

　　－ 2「ボックスの取�
　　　　　付け」参照�

　　　　「樹脂管の通管�
　　　　　と水栓本体の�
　　　　　取付け」参照�

1

1

給水管�4

ハンドル�3

水栓本体�2

水栓本体のガタツキはない�
ですか？�

　　　　「水栓本体の取�
　　　　　付け」参照�

A3

A4

B5

　　　　「樹脂管の通管�
　　　　　と水栓本体の�
　　　　　取付け」参照�

2

ハンドルのガタツキはない�
ですか？�

　　－ 8「ハンドルの取�
　　　　　付け」参照�

3

4

B5

－�

－�

－�

－�
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